
雇用契約書兼労働条件通知書(正社員用)

	                                                                ●年　月　日	Comment by Terashima SR: 発行日を明示しましょう
氏名 　　　　　　 殿	Comment by Terashima SR: 雇い入れる方の名前を明示しましょう。
事業場名称　   株式会社●●
事業場所在地   東京都●●区●●11-1
代表者名   　  代表取締役　●●　●●　　      ㊞

	契約期間
	期間の定め無し（雇入日：　　　年　月　　日）	Comment by Terashima SR: 通常正社員の場合契約期間はないため、期間の定め無しとなります。
試用期間があればそれも明示しましょう。
※但し、雇入日より●か月間は試用期間とする。

	雇用形態
	　正社員	Comment by Terashima SR: 雇用形態については、特段法定の明示事項ではありませんので省略しても問題ありません。

	就業の場所
	（雇い入れ直後）　本社オフィス	Comment by Terashima SR: 就業の場所を明記しましょう。
★原則リモートワークの場合
原則自宅でのリモートワークとするが、必要に応じて会社は本社オフィスその他必要な場所への出勤を命じる場合がある。	Comment by asami.okawa@terashima-sr.com: 主たる勤務地を「自宅」としておくことにより、
本来報酬である通勤手当を出張旅費の扱いとでき、標準報酬月額に含めないことが可能です。
https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T210405T0110.pdf
こちらの15Pに記載があります。
（変更の範囲）会社の定める場所	Comment by 有紀 寺島: 2024年4月から新たに就業の場所について変更の範囲の明示が義務化されます。

	従事すべき
業務の内容
	（雇い入れ直後）営業★事務★システムエンジニアの業務	Comment by Terashima SR: 具体的な業務はこちらに明示しましょう。
（変更の範囲）会社の定める業務	Comment by 有紀 寺島: 2024年4月から新たに従事すべき業務について変更の範囲の明示が義務化されます。	Comment by 有紀 寺島: 2024年4月から新たに従事すべき業務について変更の範囲の明示が義務化されます。

	始業、終業の時刻、休憩時間、所定時間外労働の有無に関する事項
	★原則的な労働時間制の場合
１　始業：（９時００分）　～　終業：（１８時００分）	Comment by Terashima SR: 始業・終業の時刻を明示しましょう。
２　休憩時間：１時間
３　所定時間外労働の有無：（　有、　無　）	Comment by Terashima SR: 時間外労働や休日労働があり得るのであればこちらは有と明示しましょう。（基本有としておくことをお勧めします。）
４　休日労働の有無：（　有、　無　）
※詳細は就業規則●章による。
★フレックスタイム制の場合（労使協定の締結が必要です）
１　労働時間
フレックスタイム制を適用します。始業・終業時刻はフレキシブルタイムの中で自律的に決定してください。但しコアタイムには原則として勤務が必要です。
・１日の基本労働時間：８時間（原則的な労働時間　●:00～●:00）
・フレキシブルタイム：（始業）●：00～●：00（終業）●：00～●：00
・コアタイム：●：00～●：00
２　休憩時間：実労働時間が6時間を超える場合、１時間
３　所定時間外労働の有無：（　有、　無　）
４　休日労働の有無：（　有、　無　）
※詳細は就業規則●章による。
★専門型裁量労働制の場合（労使協定の締結および協定届の提出が必要です。また対象となる職種が限定されています。）	Comment by asami.okawa@terashima-sr.com: https://www.mhlw.go.jp/general/seido/roudou/senmon/
貴殿においては専門型裁量労働制を適用します。ご自身で裁量をもって業務遂行・時間配分を行ってください。
【原則的な労働時間】
１　始業：（９時００分）　～　終業：（１８時００分）
２　休憩時間：１時間
３　所定時間外労働の有無：（　有、　無　）
４　休日労働の有無：（　有、　無　）
※詳細は就業規則●章による。

	休日
	土曜、日曜、★国民の祝日★その他会社が指定する日	Comment by Terashima SR: 会社の休日を記入しましょう。
※詳細は就業規則●章による。

	休暇
	１　年次有給休暇　６か月継続勤務した場合　１０日	Comment by Terashima SR: 年次有給休暇は労働基準法上
6か月継続勤務した場合10日の付与が必要です。就業規則などに則り自社の日数を記入しましょう。
継続勤務６か月以内の年次有給休暇（　無　）
２　その他特別休暇等
※詳細は就業規則●章による。

	賃　　　金
	１　基本給：186,100円	Comment by Terashima SR: 給与について、ご記入ください。
固定残業代が不要の場合削除してＯＫです。
【固定残業代の考え方】

固定残業代=（基本給−固定残業代）÷月平均所定労働時間×1.25×みなし時間外労働時間数
という計算になります。

つまり、固定残業代＝Ｘ、基本給＝Ｙとし、
月平均所定労働時間：
※事業年度がもし2023/4/1～2024/3/31で貴社の休日が土日だけの場合所定労働日数は260日となります。この場合月平均所定労働時間は
260日×8時間÷12=173.33⇒173時間とすればよいと考えます。

また、もし土日祝日が休日なのであれば、所定労働日数は246日となります。この場合月平均所定労働時間は164時間となります。

※事業年度の営業日計算は下記のサイトが役立ちますので必要に応じてこちらお使いください。
https://keisan.casio.jp/exec/system/1251167854

月平均所定労働時間＝164
みなし時間外労働時間=45時間とすると
固定残業代と基本給の総額を25万円とした場合下記の二次方程式を解くことになります。

Ｘ＝Ｙ÷164×1.25×45
Ｘ＋Ｙ＝25万円

これをとくと、基本給＝186,100円　
固定残業代＝63,900円
※固定残業代の計算に端数が出る場合は100円未満端数を切上げて多めに支払う方が良いかと考えます。

以上の固定残業手当の計算は、下記のCASIOの計算サイトで自動計算可能ですので大変便利です。
https://keisan.casio.jp/exec/user/1418877856

　　固定残業手当：63,900円
(45時間分の時間外相当額とし、超えた分は別途支給する。)	Comment by Terashima SR: 固定残業手当はトラブルとなりやすく未払い残業代に直結しやすい論点です。そのため、このように「●時間分の時間外相当額とし、超えた分は別途支給」と明記しましょう。
２　通勤手当※1か月分の定期代を実費支給。（上限30,000円）	Comment by Terashima SR: 通勤手当については上限を設け、2万円～4万円程度に設定することが一般的です。会社の定めに従い記入しましょう。
３　時間外、休日又は深夜労働に対して支払われる割増賃金率
　　イ　法定時間超　月60時間以内（１２５）％、
　　　　　　　　　　月60時間超（１５０）％　
ロ　法定休日（１３５）％
　　ハ　深夜：（２５）％加算
４　賃金締切日：毎月末日、　賃金支払日：翌月25日	Comment by Terashima SR: 自社の賃金支払い日等を記入しましょう。
５　賃金改定：有（人事考課によって現状維持や降給もありうる）★無	Comment by Terashima SR: 賃金改定・賞与の有無も自社のルールに則り記載しましょう。
６　賞与：業績によって支給する場合がある。★無
※詳細は賃金規程による。

	退職に関する事項
	１　定年制：　有　（６０歳）	Comment by Terashima SR: 自社の定年ルールを記入しましょう。法定では60歳が最低限のラインです。
２　自己都合退職の手続き：　退職する３０日以上前に届け出ること
３　解雇の事由及び手続：　就業規則第●条による。
４　退職金：無
※詳細は就業規則●章による。

	加入保険
	１　社会保険の加入状況（厚生年金、健康保険）
２　雇用保険の適用：　有



本雇用契約書兼労働条件通知書について内容を理解し、上記について承諾いたしました。

　　年　　月　　日

　　　　　　　
労働者氏名　　　　　　　　　　　　　㊞

